
鯨
細鱗
　 強

調

…叢

二
重
税
論

…
我

か
困
民
所
得

の
地
方
別
研
究

マ
ル
ク
ス
氏
餓
剰
偵
値
説

の
評
論

小

作
制

と
小
作
法

時

協
調

華

府
會
議

に
於

け

る
支
那
關
税
問
題

我
邦

の
瞥
業

挽
を
論
ず

・

労
働
保
険

に
關
す

る

一
考
察

・

説

苑

…
地
學
観
肚
會
學

説

に
就

き
て

.

雑

麹啄

独
逸

の
同
盟
罷
業
保
険

・

安
倍
認

証

物
史
観
と
鯨
剰
債
値
」

「
竹
内
法
肇

鐸
『
高

論
』

法
學
博
士

法

學

十

淡
墨
博
士

法
華
博
士

法
単
博
士

注
學
博
士

法
華
博
士

法
學
梅
士

繹
濟
學
士

渋

墨

⊥

法
華
博
士

小

川

郷

太

郎

汐

見

一.一
郎

田

島
.
錦

治

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

柵

戸

正

雄

山

本

美

越

乃

財

部

静

治

岡

崎

丈

親

水

件

長

三

郎

河

上

肇

{mi一 「 曹一㎝一.」幽 、一-「.「」i」一　一L一一.1...一一一 酌



}.一'マ

竹

内

法

學

士

課

『
富

國

論

」

河

上

肇

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
生
れ
た
の
は

一
七
二
三
年
で
あ

離

鋒

安
倍
法
華
士
謬
「唯
物
史
観
ピ
餓
剰
慣
値
」

る
か
ら
.

明
年

で
誕
生
満

二
百
年

に
達
す

る
薯
で
あ

る

が
、

こ
の
際
…注
墨
⊥
⊥
竹
内
謙
=
一氏

に
よ
り

/<
。ρ
三
一
O
h

2
騨ぼ
o
景

の
塗
鐸

が
企

て
ら

れ
π
ε
云

ふ
こ
ε
は

、
學

.

界

の
た
め
慶

す

べ
き
こ
ご
で
あ

る
。

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の

乏
無
二
;

噛
Z
き
c
景

の
日
本

鐸

は
、
今
ま

で
二
種

あ

っ
把
。

最
も
古

い
の

は
、
明
治

十

七

年
か
ら
十

八
在
-
に
か
け

て
、
故

旧

日
傭
-工
の
維
螢

さ

れ

て
る
た
経
済
雑

誌
肚

か
ら

独
行

さ
れ
た

も
の
で
、
諜

者

は
石
川

映
作

氏

で
あ

る
。

そ
れ
は
上
中
下

の
三
巻

に

分
れ
、
各

巻
約

八

百
頁
か
ら

千
頁

に
近

い
も
の
で
あ

っ

た
。
標

題
は

「
英
国

亜
當
斯
密
氏
著

、
富

国
論
」

窪
し

て
あ

る
。

そ
の
二
は
、
明
治

四
士

二
年

に
公

に
さ
れ
た

三

上
正
毅
氏

の
諜
本

で
め

つ
て
、

そ
れ
は
四
百
頁
足
ら

す

の
も
の
で
あ
る
。
扉

に
は
「
ア
ダ

ム
。
ス
ミ

ス
富
国
論

全
」

こ
し

て
め
る
が
、
蜜

は

ア

シ
ユ
レ
ー
の
扱
基
本

の

翻
鐸

で
あ

る
。
今

、
武
.内
學
⊥⊥
の
企

て
ら

れ
た
も

の
は

其

の
企
諜

で
あ

っ
て
、
底
本

に
は

キ

ヤ
ナ
ソ
の
校

訂
本

が
用

ひ
ら

れ
て
あ

る
。
差
當

り
公

に

さ
れ
た

の
は
其

の

第

一
巻

で
め

る
が
、
第

二
雀

、
第
三

巷

ピ
も
近

く
公
刊

せ
ら

る
Σ
筈
だ

ご

い
ふ
。

第
十
四
巻

(第
四
號

一
五
七
)

七
四
九

9



雑

録

竹
内
法

學
士
鐸
「
富
鬮
論
」

三鶴

聖
日耀
篠

薄

響

矧馨

㎝

見

る
ざ
、
其

の
問

に
は
少

か
ら
ざ

る
差
異

が
あ

る
。

私

一

・
其
の
・
恋

し
て
、
窮

・
る
暴

の

孫

を
.
墨

に

繭
蜀
献
ず

る

で

あ

ら

う

。

(
石

川

民

譚

)

「
各
郷
民
の
年

々
溝
・廉
で
ろ
高
波

の
必
要
品
ご
便
利
物
こ
か
之
に
供
給

す

ろ
所
の
原
資
に
則
其
年
々
の
動
勢
な
り
、
.」す
而
一
て
此
等
の
物
μ叩
た

る
常

に
動
勢
の
直
作
出
物

葎
以
て
成
う
か
將
た
此
作
出
物
た
他
邦
に
綾

丁

ぎ
て
購
買

一
得
六

み
も
の
な
以
て
成
ら
ざ
ろ
は
な
し
。
」

'

(
]二
上

民

譚

)

「
国
民
示
年

々
消
壷

ず
る
必
要
上
井

に
便
宜
上
の
物
品
な
供
給
す
ろ
財

源

に
・
そ
が
年

・
の
労
働

に
あ
叫
。
各
国
民
ば
直
接
匹
其
勢
働

に
隔

て

産
出
し
た
る
あ

心
消
費
す
み
か
、
否
ら
ざ
れ
ば
其
労
働

に
出
て
得
た

み
も

の
か

以

■
・
他

国

民

よ
q
購

買
し

歌

ろ
も

の
な
消
費

す
み

か
、

二

者

覚
八
一
な

出
づ

。へ
か
ら

ず

o
」

(
竹
内
民
譚
)

「昏
圃
民
の
午

の
舞
働
嘆

各
国
民
が
害

消
費
で
る
生
活
の
必
要

品
及
便
利
品
な
各
国
民
に
本
来
供
給
す

ろ
所

の
元
木
で
あ

る
、
而
し
て

r

此

生
活
の
必
要
晶
及
便
利
品
ば
當

ド
或

ば
此

年
々
の
舞
働
の
直
接

の
生

産
物
工
剛
成

み
か
、
照
t
或
ば
此
生
産
物
か
以
て
他

の
諸
国
民
二
り
購

買
さ
れ
ろ
所
の
.し
の
よ
d
成

る
の
で
あ

る
o
」

有

名

な

る

此

の

=

側

の

風

交

は

次

の

如

く

で

あ

る

。

弓
『

㊤
昌
ヨ
替
一
琶
)o
[幽門
()州
o
話
「
鴫
ゴ
昌
び
口

尻

島
而
噛ロ
コ
直

ミ
=
∩げ

第
十
四
巻

(第
四
號

一
五
入
〕

七
五
〇

o
轟

ゴ

ニ
ぞ

。・
ξ

嘗

醗

凶[

乱

二
戸
巴

一
ひ

㊦

「
只

①
謬

筑
o
・。

四
コ
【
[
∩
つ
コ
ー

～
・o
コ
訂

ロ
∩
一①
田
o
、
嵩
「o

.
毛
プ
凶∩
げ

片

p
.ヨ

=
巴
r鴫

8

ン
四

　二
Φ
o
、

国
口
窪

手
三

9

8

蕊

耳

巴

謹
p
看

Φ
団
[ぎ

「

三

二
一〇

一
3

鍔
o

=
p
〔
①

℃
き

匹
誓

①

o
「
ρゴ
讐

一
p
げ
o
耳

噌
o
「

ゴ

毛
ゴ
盟
門
訓

7
只
6
ゴ
罷
①

皿
'三

}

島

四
[
箕

o
,

〔
一ρ
∩
㊦

箒
O
r昌

O
げげ
Φ
「

5
螢
こ
O
⊇
い
.

此

の
原

女

ご
前
記
三
種

の
鐸

`
を
比
較
す

る
に
、
最

近

し
出
花
竹
内
氏

の
諜
交

が

一
番
善

い
に
は
相

違
な

い

が

、
し

か
し
明
治
十

七

年
代

に
出

だ
最

も
古

い
石
川
氏

の
灘
交
が
、
思

ひ
の
外

に
忠

實
な

こ
ご
は
、
恐

ら
く
讃

者

の
洋
意

を
惹

(

に
足

る
で
あ
ら

う
、
そ

の
文
章

の
全

騰

の
構
成

が
、
三
⊥
氏

の
に
比
較

し
て
、
遙

に
原

文

に
.

忠

實
な

の
は
勿
論
、

一
々
の
軍
語

に
つ
い
て
も
略
ぼ
同

様

の
蓮

ひ
が
あ

る
。

例

へ
ば
原

文

に

①ぎ
蔓

旨
ρ
ま

口

ε

あ

る
の
が

、
三
上

氏
の
諜
に
は
「
國
氏

」
巴
な

っ
て
み
て

石
川
氏

の

に
は
「
各

邦
民
」
ε
な

っ
て
み
る
。
叉

原
文

に

よ

㊤
目
当
①
昌
0
8
u。舞
器
・・
云

々
ご
あ

る
の
に
.

三
民
上

セの
鐸
丈

に
も
竹
内
氏

の
鐸
交

に
も
、

些

は
見
棄

て
ら

れ
て

み
る
が
、
石
川
氏

の
に

は
「
萬
般
」
の
ε
鐸
出

さ
れ

で

あ

る
。

文

身
巳

ε

い
ふ
語
は
、
三

上
氏

に
よ

っ
て

「
財
源
」

ご
さ
れ
て
る
る
が

、
こ
れ

ら
石
川
氏

の
繹
語

.

「
原
直

の
方
を
餐

書

す

べ
き
蕩

ら
う
。
勿
論
先



牛

の

一
毛

を
捉

へ
て
全
機

を
推
す

課

に
は
狂

か
澱
が

V

吾

々
は
此

の
些

細
な

　
事
を
以

て
し
て
も

、
明
治

の
初

年

に
田
口
博
士

の
経
管

さ
れ

て
る
花
事
業

が
、
如

何

に

忠
蜜

さ
に
富

ん
で

み
た
も

の
で
あ

っ
た

か
を
、

回
顧

す

る
こ
ε
が
出
來

る
、
し

か
し
古

い
課
本
を
詮
索
す

る

こ

ε
は
、
私

の
今

の
仕
事

で
は
無

い
。
私
は
次

に
、
専

ら

竹
内

氏

の
新

鐸

に
つ
い
て
、.
減

じ
π
事
柄

の
若
干

を
述

べ
る
で
あ
ら
う
。

皿
、
竹
内

翠
玉

の
翻

課
に
は
、

そ
の
底
本

ε
し
て

キ

ヤ
ナ

ソ
の
校

訂
.本

が
用

ひ
ら

れ

て
あ

る
が
、
諜
者

の
例

吉
口
に
は
、
「此

量
目
に
は
頭
註

を
掲

げ
、
叉
㎜
脚
註

を
附

せ

り

余

は
之

に
益
せ
ら

れ
た
る
所
茜

だ
多

し
」

蓬
あ

る
。

し

か

る
に
澤
者

が
此
等

キ

ヤ
ナ

ソ
の
註
繹

の
利
益

を
識
者

に
頒

つ
こ
ざ
に
甚

だ
吝

な

る
は
何
故

で
め

る

か
P

試

に
共

の

「
例
を
翠

ぐ
れ
ば
、
尉

へ
ば
第

一
紘扁
第
五

皿早
に

於

て
、
後

の
版

に

団
ρ碁
～
・・8
{三
Φ田
。
町
一芸
。・・u
讐
巴
=

ゴ
露

}
〔一
号

8
y

ミ
母

旨

旨
ミ

5
げα
。、
Φ4
二巴
毒
ぞ
Φ
δ

一ゴ。
膏
げ
。[一①野

ε
書

い
て
あ
る
所

は
、

ス
ミ
ス
原
本

の
第

一
版

で

は

岸
トF色

ρ
=雪
一三
$
。「
竺
×
三
=
・ミ
胤
g
葺

仲一現
Φ切
pコ
ニ
℃5
∩Ω

げ
①
o
「
Φρ
仁円
く巴
口o
ε

【げ
Φ
[巴
〕o
口器
「・

雑

録

竹
内
法
塵
土
詳
「
・冨
國
諭
」

ε

な

ウ

て

居

り

、

又

そ

れ

に

引

緩

く

官

菊

は

、

風

じ

く

第

一
版

で

は

、

た

ゴ

団
①
ヨ
房
け
四
ぎ
陣
場

ド
団
飯
o
毒
口

什9

鰺
ヨ
①

噂
〇
三
〇
ロ

D
h
三
の

詔
㎝ρ

罵
u・
=
げ
〇
二
}♂
帥
昌
画
げ
団の
プ
昌

豆
器
㎝㎝.

ピ

な

っ

て
居

る

の

に

、

第

二

版

以

後

で

は

、

之

に

條

件

を

加

へ
て

.

き
.
ミ
冨
"き

§

"

h
膏
腎

駄

蒔
ミ

凝
墨

隔
ミ

暖

熱

&
ミ
、

愚

ミ

避

Nご

ミ

鴨
℃
溝
謙
ご
畠
嘩

へ雪

篭

禽

ミ
ビ
誌

ミ

轟
義
賊

ミ

耗
母
語
§

8

ヨ
5
一
巴
毛
塁
。。…
…
....

,し
な

っ
て
居

る
。
彼

れ
の
勢
働
債
値
論

に
重
要
な
關
係

を

有

つ
此
等

の
句

に
、
後

の
版

に
な

っ
て
此

の
如

き
多

少

の
修
正

が
加

へ
ら

れ
て
あ

る
ご
云
ふ
こ

ε
は
、
吾

等

の
頗

る
興
味
を
有

つ
ε
こ
ろ

で
あ

り
、
そ
れ
は
勿
論

キ

ヤ
ナ

ン
の
脚

註

に
明
記

し
て
あ

る

こ
ε
で
あ

る
が
、

1

1

さ
う
し
て
其
れ
を
澤
本

に
示
す

こ
ε
は
、
何
の
手

敷

で
も
無

い
ε
思
は
れ
が
、
i

鐸
者

は
何
故
か
此

の
.

類

の
キ

ヤ
ナ

ン
の
脚

註
を
絡
て
無

観

し
て
居
ら

れ

る
。

言

ふ
ま
で
も
無

く
、

キ
.ヤ
ナ

ソ
の
版
本

に
は
種

々
の
著

し
ぎ
長
所

が
あ

る
が
、
そ

の
長
所

の
主
な

る
も

の
〉

一

は
、

9

σq
ぎ
巴

の捧

o
畔

の
各
版

に

つ
き
精

密
な
比
較

が

し

て
あ

っ
て
、

キ
ヤ
ナ

ソ
の
版
本

さ

ヘ

一
つ
持

っ
て
居

れ
ば
、

。
ユ
σq
ず
巴

巴
三
〇
コ

の
各
版

を
手
許

に
揃

へ
て
る

錆
十
四
巻

〔第
四
號

一
五
九
)
.

七
五

一

Vol・1、P・35・b
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襲

銀

竹
内
渋
墨
士
謁
「富
國
論
ヒ

る

の
ε
、
同
様

の
便
宜

が
得
ら
れ

る
黙

に
在

る
の
だ

が

此

の
利
益

が
澤
本

の
上
に
鱒

へ
ら

れ

て
る
な

い
事

は

.

私

の
大

に
遺
憾

ε
す

る
所

で
あ

る
。
な

は
澤
者

の
例

言

に

よ
れ
ば

、
鐸
者

は

一
八
八
○
年
版

の
佛
鐸

、

一
九

一

〇
年
及

び

一
九

二
〇
芋
版

の
猫

澤

を
参
照

し
、

「
右

↓二

者

は
常

に
座

右

に
置

き
毎
夏
蜀
照
」

せ

る
上

に
、

「
時

に

O
・
毛

・
ン
・・琴
「
及

び

剛
.
ω
巳
聴
[

の
凋

鐸
を
も

引

け
り
。
」
斯
様

に
繹
者

は
猫
鐸

、
佛

鐸
等

を
参
照

し
、

之

に
基

づ
き
稍

々
煩

は
し
ε
思
は
る

＼
ま
で

の
補
註

を

ε

こ
ろ
△

、
に
施

し
て
居

ら
れ

る
の

に
、

そ
の
澤
者

が

、

今
日
最
も
置
く
行
は
れ
て
る
る
英
語
の
流
布
本
ー

ア

シ
ユ
レ
ー
の
抜
萃
本
一

を
柔
く
看
過
し
て
居
ら
れ
る

の

も

、

同

じ

や

う

に

私

の

遺

憾

こ

す

る

所

で

あ

る

P

例

へ

ば

第

一
篇

の

冒

頭

の

有

名

な

る

旬

は

「コ
5

㎜
「Φ曵
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の

版
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①
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落
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七
五
二

捧
ざ
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山

官
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日
Φ耳
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っ
て
み

る
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從

て
ア

シ

ユ

レ
ー
を
底
本

ご
さ
れ
た
三
上
氏

の
繹
本

に
は

「
熟

練
技

も

へ

巧

、
判
断
力

の
獲

達
」

ε
な

っ
て
み

る
。

ご

こ
ろ
が
私

の
知

っ
て
み

る
限
り

で
は

、

ア

シ
ユ
レ
ー
の
版
本
以
外

に
は
之

ご
同

じ
も

の
は

一
つ
も
無

い
の
で
、

こ
れ
は
恐

ら

く
古
版
本

の
誤
脱

で
め
ら

う

ご
考

へ
ら

れ
る
が
、

こ

の
版
本

は
今
日
置
く
世
間

に
行
は
れ

て
る
る
上

に
、
既

に
日
本
鐸

も
あ
る
こ

蓬
だ

か
ら
、
各
種

の
佛

鐸
、
凋

諜

を
ま

で
参
照

す
る
の
勢
を
吝
ま
な

か

つ
だ
鐸
者

こ
し

て

は

.
此
照
-

八
口

に
膾
炙

し
て
み

る
有
名

な
る
文
句

1

に
關

し
、

=
　ロ
の
注
意

を
與

へ
て
置

か
れ
て
も

.

.

強

ち
不
釣
合

で
は
無

か
ら

う

ご
思

ふ
。

二
、
次
ぎ

に
些
細

の

こ
ご
に

つ
い
て
敷
盲

を
費

せ
ば

諜
者
が
ご
こ
ろ
ぐ

に
原
語
を
挿
入
さ
れ
た
親
切
は
、

吾

々
の
感
謝
す

る
所

で
め
る
が

、
し
か
し
原

語
葎
挿

入

す

る
毎

に
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邦
語

に
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」
を
附

せ
ら
れ

て
み

る
の
は

、

可

な
り
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邪
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。
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=
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村①
昇

ー-
「
土
地
」
一p
民

②
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♂
.
に

該

賞

す
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字
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附

け
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れ
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れ

る
。
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鐸
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鐸
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鐸
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榮
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述
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れ
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鐸
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